
2017  ITERO-F  3c  黙想のまとめ 

* バビロンの原則 

Ⅰ バビロンの原則は神から独立する原則です 
創11:3-4…彼らは石の代わりにれんがを得…さあ、町と塔を建てて、 
     塔の頂を天に届かせよう;そして私達のために名を挙げて… 

• 人の努力によるもの：自分の天然の能力、人の発明によって(れんが), 

    人の努力で主の働きを行なおうとします 
• 神の建造ではない：神の建造は神の創造し造り変えられた石で, 

   神聖な働きによって建てられます 
1コリ15:10しかし、神の恵みによって、今のわたしがあるのです… 
               しかし、それはわたしではなく、わたしと共にある神の恵みです 

 

* バビロンの原則の表現 

Ⅱ バビロンの原則は偽善です 
• 表現:アカンは美しいバビロンの外套をむさぼり,体裁のために自分自身を改善しました  

       これはアナニヤとサッピラの犯した罪でした。 
使徒5:4…なぜあなたは心の中で、この事をたくらんだのか？ 
     あなたは人に対してではなく、神に対して偽ったのである 

• 意義:装って人から栄誉を受けることは,遊女の原則の中で行なわれることであり, 
   花嫁の原則の中で行なわれることではありません 

 

Ⅲ バビロンの原則はぜいたくに生きるという原則です 
• 表現:生活の中で過度であるものは何であれぜいたくであり、 

        バビロンの原則の中にあります 
啓18:7彼女が自分に栄光を帰し、ぜいたくに過ごしてきたのと同じだけ… 
         彼女は心の中で、『わたしは女王として座している．わたしはやもめではない』と言って 

• 意義:キリストにある信者は現在の時代のやもめです。  
   なぜなら、私達の夫であるキリストが私達から離れているからです。 
   私達の心もここにありません｡堕落した人だけが、自分をやもめでないと考えます。 

 

Ⅳ バビロンの原則は遊女の原則です 
• 表現:人の名を挙げて、神の御名を否むことです 
創11:4…私達のために名を挙げて、わたしたちが全地の面に散らされないようにしよう 

• 意義:主以外の名を取ることによって召会を名づけることは、霊的な淫行です。   
       召会はキリストに嫁ぐ清純な処女として、彼女の夫の名だけを持つべきです。 

第三週 召会の堕落―バビロンの原則とバビロンの原則に打ち勝つ道 

バビロンの原則－知識の木の原則 打ち勝つ道－命の木の原則 

* 主は彼の民を召されました 

Ⅴ 主は彼の民がバビロンから出て来るよう召しています 
啓18:4…わたしの民よ、彼女から出よ,それは、あなたがたが彼女の罪に加わらないためで 
   あり、また、あなたがたが彼女の災害を被らないためである 

• 神はバビロンを憎み:中途半端で絶対的でないものは何であれ､バビロンと呼ばれます 

• バビロンを裁きます:私達に光の中で彼に対して絶対的でないあらゆるものを裁かせ 
         私達にキリストの外でどんな栄光や尊貴も求めさせないためです 
ピリピ1:20…そこで、わたしの切なる期待と希望は…生きるにも死ぬにも, 
             今なおキリストが、わたしの体において大きく表現されることです。 

 

* 完全に神のためにささげた生活をします 

Ⅵ 全焼のささげ物の生活－神の満足のために完全で絶対的な生活をします 
• 全焼のささげ物はキリストを予表します: 

 キリストは神の満足のために完全で絶対的である生活をしました。  
 キリストは神の民がこのような生活をすることができるようにする命です。 
ヨハネ5:30…わたしは自分の意志を求めないで、わたしを遣わされた方のみこころを求める 

• 祈りを通して主と一となり: 
 命を与える霊が私達の内側で働いて, 
 キリストの全焼のささげ物の生活の繰り返しである生活をします 

  1コリ6:17しかし、主に結合される者は、主と一つ霊になります 

• 主が再来するまでこのように訓練します: 
 全焼のささげ物が祭壇の火床の上に朝まで保たれることが表徴するのは、 
 私達は主が再来するまで、全焼のささげ物の生活をし続けることです 
2ペテロ1:19…夜が明けて…まで 

• 主の死と復活を経験し: 
 灰は全焼のささげ物の結果です。 
 灰を祭壇の東側、日の出の側に置くことは、復活を暗示します 
ローマ6:5もし私達が、彼の死の様の中で彼と結合して生長したなら, 
    彼の復活の様の中でも彼と結合して生長するのです 

• 造り変えられて、尊い材料となり: 
 復活の中で、灰は金、真珠、宝石となるのは,新エルサレムの建造のためです 
1コリ 3:12…金、銀、宝石をもって…建てるなら 

• 神に対して絶対的に献身を維持します: 
 朝ごとに薪をその上で燃やし、さらなる燃料を聖なる火に加えます 
レビ6:13火は祭壇の上で絶えず燃え続けさせなければならない．それを消してはならない 
ローマ12:11熱心で怠けることなく、霊の中で燃え、主に仕えなさい 
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